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2018年6月22日 堅調に推移する豪州経済（2018年6月） 
2018年6月14日 最近の指標から見る中国経済（2018年6月） 
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2018年7月3日 

  豪州の金融政策は中立を維持（2018年7月） 

失業率と物価の改善速度は緩やか、政策金利は現状維持へ 

金融政策は現状維持 
予想通り1.50％で据え置き 

 豪州準備銀行（RBA）は、7月3日に開催した

金融政策決定会合で、市場の予想通り政策金

利を1.50％に据え置く決定をしました。 

豪ドルは底堅い動きとなろう 

（注1）データは2015年3月1日～2018年7月2日。ただし、 
           為替の直近値は2018年7月3日14時時点のもの。 
（注2）金利差は豪州－日本。金利はともに3年国債利回り。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

 足元の豪ドルの対円相場は、やや軟調な展開と

なっています。米国と中国との間で通商摩擦が激

化してきたことなどによるものです。 

【豪ドル円レートと日豪金利差】 

 豪州の景気、物価に関するRBAの見解に、変化

はありませんでした。 

 豪州経済については、2018年、19年とも＋3％を

僅かに上回る成長を見込んでいます。非資源企業

の設備投資やインフラ（社会資本）投資の拡大

等が予想されるためです。 

 経済見通しに対するリスクとしては、高水準の負債

や所得の伸び悩みによる家計消費の下振れが引

き続き指摘されたほか、米国のトランプ政権による

保護主義的な通商政策が挙げられました。 

 一方、物価の見通しは、従来からの「景気の拡大

に伴い、18年にRBA目標値の下限である+2%に

到達」を踏襲しました。 

 もっとも、RBAが重視する失業率と物価については、

「改善基調だが、その速度は緩やか」との判断を据

え置きました。この点から判断すると、金融政策は

当面、現状維持が予想されます。 

（注）消費者物価指数は2013年1-3月期～2018年1-3月期。 
       消費者物価指数は異常値をつけた項目を除外したトリム平均 
         値。政策金利は2013年3月31日～2018年7月3日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

 米国の通商政策には注意を払っておく必要があり

ますが、豪州の堅調な景気の拡大や、日豪間の金

融政策の方向性の違い（日銀は金融緩和姿勢

維持、RBAは中立姿勢を維持）等を踏まえると、

豪ドルは今後、持ち直すと予想されます。 

【消費者物価指数と政策金利】 

当面、政策金利は据え置きへ 

失業率、物価の改善速度が緩やか 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news180323as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news180622as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/china/news180614ch.html

